
1 ．はじめに

　令和 6 年 1 月 1 日、石川県能登地方においてマ
グニチュード7.6（暫定値）の地震が発生し、石
川県の志賀町及び輪島市で震度 7 を観測したほ
か、能登地方の広い範囲で震度 6 弱以上の揺れを
観測しました。この地震により、水道管や下水道
管など多くのインフラ施設が被害を受けました。
その支援活動をするために、名古屋市上下水道局
は、（公社）日本水道協会中部地方支部長都市と
して他の支援事業体のとりまとめ役を担うととも
に、主に七尾市、珠洲市及び輪島市へ192日間、
延べ690人の職員を派遣しました。
　 3 つの都市に共通する特徴として、広範囲にわ
たる断水被害と老朽化した配水管の破損が挙げら
れます。また、山間部へのアクセスの制限により、
被害調査や復旧作業が迅速に行えない状況が発生
しました。
　このような状況から、迅速に水道管の管路状況
や地理的状況を確認する必要がありましたが、派
遣先都市の水道台帳システムの端末は少数しかな
く、満足に利用することが難しいものでした。名
古屋市上下水道局では、ほとんどの職員が自席の
パソコンで水道台帳システムを利用することがで
きる環境となっています。同様の環境を派遣先で
も整備する必要があるということで、ＱＧＩＳを
導入することが決まりました。
　本稿では、ＱＧＩＳをどのように導入し、災害
支援活動でどのように活用したか、また今後どの
ような活用が期待されるかについて紹介します。

2 ．ＱＧＩＳ導入

（1）ＱＧＩＳとは
ＱＧＩＳは、ＧＩＳデータを活用して情報の管

理や解析ができる無料のソフトウェアであり、地
形データや管路データを重ねて表示し、視覚的に
分析することが可能です。さらにオープンソース
として提供されているため、誰でも自由に利用で
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き、必要に応じて機能の拡張も行えます。これは
国も利用することを推奨しているソフトウェアと
なります。

（2）ＱＧＩＳへのデータ投入
水道台帳システムは、ＱＧＩＳと同様にＧＩＳ

データで作成されており、派遣先都市の水道台帳
システムからＧＩＳデータを受け取ることができ
れば、ＱＧＩＳで活用することが可能となります。
今回の派遣先都市では、全ての都市で水道台帳シ

ステムが整備されて
いたため、データを
受け取ることが可能
でした。日本では水
道事業者の約90%程
度（図 3）が水道台
帳システムを整備し
ています。そのため
多くの都市でＱＧＩ
Ｓの活用が可能とな
ります。

（3）ＱＧＩＳにおける表現の調整
　実際に輪島市の
水道台帳システム
から出力されたＧ
ＩＳデータをＱＧ
ＩＳに取り込んだ
結果が図4となり
ます。元の水道台

帳システムで設定されていた各種シンボルの形状
や色の情報（スタイル情報）は引き継がれず、残っ
ているのは配水管の直径や材質といった属性情
報、及び地図上の位置を示す位置情報の 2 種類だ
けでした。このままでは水道台帳システムとして
利用することが難しいため、データの表示方法を
シンボルごと（配水管、消火栓、給水管）に分類
し、再調整を行う必要がありました。
　そこで、輪島市の水道図面を参考に、それぞれ

のシンボルがどのように表現されるべきか確認し
ながら調整を進めました。調整後が図 5となりま
す。普段目にしないシンボルの形状も多く、調整
には苦労しました。

　ＧＩＳデータの
やり取りには一般
的にＳＨＰファイ
ル形式が使用され
ます。今回輪島市
か ら 受 け 取った
データも全てＳＨ
Ｐファイル形式で

した。しかし、このファイル形式ではシンボルの
形状や色といったスタイル情報を保持することが
できないため、他のＧＩＳソフトでデータを利用
する場合、見た目の再設定が必要になります。

（4）ＱＧＩＳを導入したパソコンの整備
派遣が決まった職員のうち、自席のパソコンを

持参する職員には、出発前にＱＧＩＳのインス
トールと調整済みのデータのダウンロードを行
い、現地で即座に利用できるよう準備を整えまし
た。
　また、自席のパソコンを持参しない職員のため
に、派遣先にはあらかじめＱＧＩＳをインストー
ルし、必要なデータをダウンロードしたパソコン
を数台設置しました。

　写真 1に写って
いるノートパソコ
ンは、ＱＧＩＳが
使えるようになっ
ています。このよ
うにして、 1 人 1
台程度の割合でＱ

ＧＩＳが利用できる環境を整備し、現地での業務
効率を向上させました。
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3 ．ＱＧＩＳ活用方法

（1）ＱＧＩＳによる情報閲覧
ＱＧＩＳを活用することで、派遣先に設置され

ている既存の水道台帳システムとほぼ同様の情報
を調べることが可能になりました。配水管やメー
ター、給水管、浄水場の位置を地形データと組み
合わせて地図上で視覚的に確認できます。さらに、
ＱＧＩＳでは各シンボル（配水管、給水管、メー
ターなど）をダブルクリックすることで、関連す
る属性情報も簡単に参照できます。この属性情報
には、配水管の完成年度、管種、口径などが含ま
れます。そのため、詳細情報を即座に把握するこ
とができます。
　また、ＱＧＩＳの利点として、地図の縮小や拡
大が自由に行えることが挙げられます。これによ
り、広域の配管ネットワークから個々の配水管の
詳細まで、シームレスに確認することができます。
さらに、紙ベースの図面とは異なり、図面ごとの
区切りを意識する必要がなく、スムーズな情報参
照が可能です。
　このように、災害現場でも迅速かつ正確な状況
把握が行えるようになりました。

（2）ＱＧＩＳによる災害査定資料の作成
　ＱＧＩＳは災害
査定資料の作成に
も活用されていま
す。その中には「漏
水調査報告書」（図
7）と呼ばれる資

料があり、位置図や住所、漏水箇所の情報を明確
に示すことが求められます。ＱＧＩＳには印刷機
能（図 8）が備わっているため、これらの資料を
効率的に作成できます。
　ＱＧＩＳでデータを管理すれば、印刷設定や表
示設定を自由に変更できるため、様々な用途で活
用できます。また、タイトルやスケールバーといっ
たレイアウトも柔軟に設定できるため、用途に応
じた資料作成が可能となります。 

　また、災害支援活動の後半では、漏水調査報告
書をもとに七尾市の被害箇所をＱＧＩＳ上でプ
ロットしています。この被害箇所のプロット情報
に加えて、他企業の復旧予定箇所や非耐震管路の
情報も重ね合わせて表示することで、復旧作業の
優先順位を視覚的に把握できるようになりました
（図 9）。
　ＱＧＩＳの大きな利点は、複数の地理情報デー
タをレイヤごとに重ね合わせ、視覚的に色分けす
るなどして分析できる点です。異なるデータを組
み合わせることで、単独のデータでは見えなかっ
た関係性や問題点も明確にすることができます。
これにより、復旧計画の最適化や災害対応の迅速
化が可能となりました。
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4 ．ＱＧＩＳの今後の活用

　ＱＧＩＳを活用した情報共有が十分に行えな
かったことは大きな課題でした。災害現場では状
況が刻々と変化するため、それらをＱＧＩＳで記
録し、リアルタイムで情報共有する仕組みが求め
られます。しかし、それが実現できませんでした。
　今回の災害支援活動では、通水の進捗管理やバ
ルブの開閉状況、現地と図面の相違点などの引き
継ぎ情報は、文書管理ソフト（ＤｏｃｕＷｏｒｋｓ）
や紙ベースで管理されていました。その結果、情
報が複数の場所に散在し、引き継ぎ漏れが発生し
て現場の混乱を招く場面がありました。もし、こ
れらの情報をＱＧＩＳ上で一元管理できていれ
ば、引き継ぎ漏れをある程度防げたはずです。
　ＱＧＩＳは地図上で情報を管理できるため、情
報共有が容易になります。ＱＧＩＳによる情報共
有を実現するためには、現地で作業する担当者が
ＱＧＩＳを編集できる環境を整えることが重要で
す。そのためには、共有データの設定や編集をス
ムーズに行えるように、操作マニュアルの作成や
機能の追加が求められます。
　さらに、タブレット端末を活用してＱＧＩＳの
データを現場に持ち出せば、作業効率のさらなる
向上が期待できます。 タブレットのＧＰＳ機能
を活用すれば、ナビゲーションとして使用できる
だけでなく、撮影した写真の位置情報をＱＧＩＳ
へ反映させることも可能です。 ただし、ＱＧＩ
Ｓをタブレットで運用すると一般的なタブレット
のスペックではＱＧＩＳの動作が遅いことが考え
られます。その対策としては、ＱＧＩＳと連携で
きるＱＦｉｅｌｄ（図10）の活用を検討すること
が有効と考えられます。ＱＦｉｅｌｄはＱＧＩＳ
のデータを扱うことができますが、ＱＧＩＳでで
きる機能を絞り込んだ、タブレットでの運用を前
提としたソフトとなっています。そのため、タブ
レット上でもＱＦｉｅｌｄであればストレスなく
データを扱うことができます。
　このように、ＱＧＩＳを効果的に活用すること

で、さらなる災害支援活動の迅速化と効率化が実
現できると考えています。

5 ．おわりに

　今後、南海トラフ地震をはじめ、様々な災害が
発生することが予測されています。その中で、迅
速な水道復旧作業を行うためには、水道台帳シス
テムの利用が欠かせません。国内の水道事業体の
9 割が水道台帳システムを整備していますが、発
災後の支援活動に有効活用できないことが危惧さ
れます。そうした状況に対して、オープンソース
として提供されているＱＧＩＳは非常に有効な
ツールであることがわかりました。さらに、ＱＧ
ＩＳは単なる水道台帳システムの代用にとどまら
ず、情報共有の面でも高い効果を発揮できるツー
ルです。今回の経験を踏まえ、今後もさらなる活
用方法を探求していきたいと考えています。
　最後になりましたが、今回の災害復旧活動にお
いて、ＱＧＩＳを水道台帳システムの代替として
運用するに当たり、多くの方々のご支援をいただ
きました。ここに深く感謝申し上げます。

図10　Ｑｆｉｅｌｄ
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